































































　入植の周年記念物を古い順に挙げると、1963年の入植 50周年記念碑「PENHOR DE GRA-
TIDÃO」（Praça dos Expedicionários / レジストロ）、1983年の入植 70年記念碑「入植七十年の碑」
（Praça Beira Rio / レジストロ）、1988年の入植 75年記念碑「拓魂」（Rua Claudino P da Silvaに面する
小広場 / イグアペ）、1998年の入植 80年記念碑「闘魂」（Praça Beira Rio / レジストロ）、2003年の入
植 90周年記念碑「COMEMORAÇÃO DOS 90 ANOS DA 1A COLONIZAÇÃO JAPONESA NO BRA-




　2008年のブラジル日本移民 100周年記念物としては、豊田豊「CAMINHO DA LIBERDADE」
（Praça dos Expedicionários / レジストロ 2007年）、百周年委員会（6）「1908-2008 100 ANOS IMIGRAÇÃO 





　イグアペには、桂植民地発展に尽くした柳沢喜四郎を記念した Rua Kishiro Yanaguisawa（柳沢喜
四郎通り）、桂植民地を記念した Praça Katsura（桂広場）がある。レジストロには、同地に紅茶栽
培を導入した岡本寅蔵を記念した Bosque Municipal Torazo Okamoto（市立岡本寅蔵森林公園）があ








　2013年 10月 31日にレジストロで開催された日本移民入植 100周年記念式典は、イグアッペ植
民地のあったレジストロ市、イグアペ市、セッテバラス市の合同で盛大に行われた。これに対し





2018年 11月 10、11日には第 4回 Katsura Matsuriを開催。桂の地名が公式的に存在しないことも
相まって、その歴史を後世に伝え続けるための努力が為されている。
　2017年 11月 26日、レジストロ第五部（Raposa）で開催された 1º TANUKI FESTIVALは、サン
パウロ州農業連合（FAESP: Federação Agricultura do Estado do Sāo Paulo）やリベイラ渓谷農村組合





　2006年 3月 30日、レジストロ市はサンパウロ州より日本植民地ゆかりの地（Marco da Coloniza-
110
ção Japonesa（9））の認定を受けた（サンパウロ州法令 No. 50652）。イグアペ市は 2008年 1月 11日に









































場所は、KKKKから南西に徒歩 5分程度に位置するリベイラ河に面した広場。毎年 11月 2日（死
者の日 Dia de Finados）に行われるレジストロ名物の灯籠流しで、盆踊りの会場として多くの人を集
































































（9）Estado de São Paulo. 2006. “Diário Oficial Poder Executivo” Palácio dos Bandeirantes. March 30, 2006, 
p. 7
（10）República Federativa do Brasil. 2008. “Diário Oficial da União. Seção 1” Imprensa Nacional. Janeiro 14, 
2008, p. 3
（11）CONDEPHAAT（Conselho de Defesa do Patrimônio Histórico, Arqueológico, Artístico e Turístico do 
Estado de São Paulo）











（15）「レジストロ史料館が無念の移転」『ニッケイ新聞』4599号 2016年 9月 23日付 7面
















レジストロ日伯文化協会編　2018『CENTENÁRIO COLONIZAÇÃO JAPONESA IGUAPE―REGISTRO―
SETE BARRAS』
※本稿は『比較民俗研究』第 33号（2019年 3月）に掲載された「ブラジル日系社会の歴史を伝える手段
についての一考察―イグアッペとレジストロにおける博物館の可能性―」を改訂し再録したものである。
